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子を見る必要があろう）。
なお、近年の傾向として「比較的若い女性（また
はカップル）の入山者が目立つ」ということである。
例えば、すぐ近くの丘に石田三成が築いた佐和山城
跡があり、「三成ファン」の女性が来るが、佐和山山
頂には何もなく、彦根城に上ってくるのだそうであ
る。

以上のような復元・整備（解体修理）に伴う基礎
的な集客効果を見ると、Ｅ：掛川城の1.3万人→17万
人＝13.08は参考にならないので、それを除く、Ａ～
Ｇについて整理して見ると、
Ａ：‌�金沢城　第一段階整備（集客圏人口8,359万人
（2005年の関東、東海、北陸、関西））

　　集客増加率 0.00479
� 34万人→74万人＝2.176
Ｂ：‌�金沢城　第二段階整備（集客圏人口8,470万人
（2010年の関東、東海、北陸、関西））

　　集客増加率 0.00307
� 74万人→100万人＝1.351
　　‌�第一段階、第二段階合計
� 34万人→100万人　2.941
Ｃ：‌�熊本城　第一期整備（集客圏人口6,291万人
（2010年の東海、関西、中・四国、九州））

　　集客増加率 0.00493
� 67万人→98万人＝1.463
Ｄ：‌�熊本城　第二期整備のうち本丸御殿大広間整

備（集客圏人口6,291万人（同上））
　　集客増加率 0.00478
� 98万人→128万人＝1.306
　　Ｃ＋Ｄ� 67万人→128万人＝1.910
Ｇ：‌�彦根城（解体修理）（集客圏人口6,417万人
（1970年の関東、東海、北陸、関西））

　　集客増加率 0.00514
� 27万人→60万人＝2.222
　　Ａ、Ｃ、Ｇの平均集客増加率＝0.00495
　　Ｂ、Ｄの平均集客増加率＝0.003925
他方、入場者の減少率は、
　Ｆ：掛川城　18万人→９万人、△50％

　Ｈ：彦根城　53万人→40万人、△25％
　　Ｆ＋Ｈ＝△30％
となる。
②鴻臚館復元整備に伴う集客効果
古代遺跡であり、かつ、現在までのところ、わが

国唯一の鴻臚館（筑紫館）の復元は、国民的規模で
の、あるいは国民共通の関心を呼び起こすととも
に、その希少性から見て大きな集客力を持っている
と考えられる。発掘調査が完了し詳細報告がなされ
た暁には、わが国の古代史の重要な遺跡として教科
書等に掲載されることになるものと考えられ、その
集客力は長期・継続的に発揮されるであろう。
奈良時代～平安時代にかけての復元という意味で

は、平成22年に「遷都1,300年祭」という国家的なイ
ベントとともに一般公開された平城宮跡（第一次大
極殿）が挙げられる。
奈良市観光客動態調査によれば、平成22年の観光

客数は、1,842万人で21年を445万人、32％上回った
が、23年には1,314万人と528万人減少しており、21
年と比較しても83万人、６％減少している。東日本
大震災の影響も考えられるものの、他の事例からし
てそれは２～３％と思われる。また、「遷都1,300年
祭」という国家的イベントが観光需要を言わば「先
食い」したのかも知れない。いずれにしても、天平
文化関連など世界遺産が多く、わが国の歴史観光の
“メッカ”である奈良の中では、平城宮跡復元・整備
（具体的には第一次大極殿）自体の効果は際立たず、
確認にはもうしばらく時間が必要であろう。
もう一つの事例として、吉野ヶ里遺跡（国営吉

野ヶ里歴史公園）の復元、一般公開（供用）が挙げ
られよう。吉野ヶ里環濠集落遺跡の発掘調査が開始
されたのは昭和61年のことであったが、北墳丘墓か
ら銅剣やガラス製管玉が発見されたことから「邪馬
台国」と結びつけられ、全国的なブームが起った。
当時は佐賀県による発掘現場が一般公開され、地元
歴史ボランティアが「解説」するという形であった
が、物見櫓の復元もあり、発掘を主導した高島忠平
氏の証言によると、見学者はピーク時には年間100
万人を超えたという。　
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その後、平成４年には国営公園としての発掘と整
備が決定し、10年を過ぎた平成13年には、その第一
期事業が供用開始された。入園料400円（15歳未満
200円）による料金抵抗と入場者の62％がマイカー
利用というアクセスの不便さにもかかわらず、年間
60万人の入園者を確保している。
それは、弥生時代後期の社会のあり方を示すもの
として、広く小学校の社会科教科書に掲載されてお
り、社会教育施設としても位置づけられていること
と、広域観光ルートの立寄り地区と位置づけられて
いるからである。国営吉野ヶ里歴史公園事務所の調
査によると、入園者の３分の２は九州地方からであ
るが、関東からの入園者が10％を超えており、広範
な集客が続いている。
鴻臚館は、将来的には、吉野ヶ里遺跡、倭国筑紫
王朝（磐井）の石人山古墳、大宰府などと結ぶ「古
代歴史回廊」の起点として確固たる評価を得ること
が期待される。
③集客増加数の仮定
以上の分析を踏まえ、集客増加効果を次のように
仮定したい。
ａ．短期の復元・整備の集客効果
上之橋御門、潮見櫓、花見櫓を中心とする復元で
あり、３方向に分散的であることから、集客力はや
や低く、復元整備が完了する期末時点で、集客圏人
口6,291万人（2010年の東海、関西、中・四国、九州）
の0.004と仮定し、25万人とする。
ｂ．中期の復元・整備の集客効果

本丸表御門、（伝）潮見櫓移築とともに鴻臚館、重
層展示施設等が整備されることから、吉野ヶ里歴史
公園の入場者数を基礎に、アクセス条件および近隣
人口集積規模の差を考慮し、ほぼ100万人と仮定し
ておきたい。
ただし、短期の復元・整備の集客効果は約30％低

下し、期末時点では約18万人になるものと予想し、
合計120万人と仮定する。
ｃ．長期の復元・整備の集客効果
本丸御殿、武具櫓、本丸裏御門、松木坂御門、大

組櫓、向櫓、東御門、革櫓、炭櫓、鉄物櫓等、中核
的かつ中心部分に集中した整備であることから、高
い集客効果が生じるものと考えられるので、短期効
果の２倍の50万人と仮定したい。
ただし、中期の期末120万人は30％程度減少し、

85万人程度と見込まれるので、合計135万人となる。
以上の結果は図11のとおりである。
⑵　推計結果
①消費額
以上のような集客数の増加に伴う消費額を算出す

るために、平成22年３月調査の福岡市「福岡市観光
客動態調査」による結果を前提にする。
１つ目は、日帰り客と宿泊客の割合であり、日帰
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図10　国営吉野ヶ里歴史公園入園者数の変化
出所　国土交通省九州地方整備局国営吉野ヶ里歴史公園事務所資料

図11　短期、中期、長期別集客増加数の仮定
出所　著者作成

出所　福岡市「平成21年度福岡市観光客動態調査報告書」

 

　　　　（単位：円）

消費額 比率 消費額 比率
宿泊費 7,090 0.2637
飲食喫茶費 4,186 0.1557 1,571 0.1030
交通費 2,615 0.0972 1,177 0.0772
買い物代 7,029 0.2614 7,476 0.4903
土産代 4,434 0.1649 2,990 0.1961
その他（入場料等） 1,536 0.0571 2,135 0.1400
合　計 26,890 1.0000 15,249 1.0000

宿泊客 日帰り客

表２　福岡市観光客の一人当り消費額
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り63.3％、宿泊36.7％と仮定する。
２つ目は、一人当り市内での消費額であり、表２
のとおりである。
また、前項では、短期、中期、長期の復元・整備
が完了する各期末時点での集客数を仮定した。観光
客とその消費額は各期間毎年発生するが、各期の中
間時点での集客数をとり、各期間の平均値として算
出することとする。
以上の仮定の結果は表３のとおりである。
②波及効果
上記の消費額が市内各種産業の需要増加として作
用し、各産業の生産（所得獲得）を高める。その波
及効果を福岡市「福岡市産業連関表」によって求め
ると表４のとおりである。

３．４　福岡城・鴻臚館復元・整備の意義
復元・整備事業費（投資）の波及効果（各期１回

発生）と集客増加に基づく観光消費額の波及効果
（毎年発生）をまとめると、図12のとおりである。
すなわち、
短期（５年）には、毎年、整備投資の経済波及額

短期 中期 長期
比率 万人 万人 万人

合計 12.5 72.5 127.5
　日帰り客 0.633 7.9 45.9 80.7
　宿泊客 0.367 4.6 26.6 46.8

人当り消費額(円） 万円 万円 万円
　日帰り客 15,349 121,449 704,404 1,238,779
　宿泊客 26,890 123,358 715,476 1,258,250
合　計 244,807 1,419,880 2,497,030

一

　　       　　（単位：万円）

観光消費額 244,807 観光消費額 1,419,880 観光消費額 2,497,030
第一次間接効果 144,346 第一次間接効果 837,207 第一次間接効果 1,472,329
第二次間接効果 105,170 第二次間接効果 559,277 第二次間接効果 1,072,736
合　計 494,323 合　計 2,816,363 合　計 5,042,095
注：短期整備の舞鶴中校舎のコンバージョン経費を除いた。

短期（5年間） 中期（10年間） 長期(10年を想定）

表３　増加集客数の日帰り、宿泊分割と消費額算出結果

図12　福岡城・鴻臚館復元整備の経済波及効果
出所　著者作成

表４　増加集客の各期平均消費額とその波及効果
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 　　　　　　　　　(単位：万円）

投資額（直接効果）
第一次間接効果
第二次間接効果
合　計
観光消費額
第一次間接効果
第二次間接効果

短期（5年間）
 　　　　　　　　(単位：万円）

投資額（直接効果）
第一次間接効果
第二次間接効果
合　計
観光消費額
第一次間接効果
第二次間接効果
合　計

中期（10年間）
 　　　　　　　（単位：万円）

投資額（直接効果）
第一次間接効果
第二次間接効果
合　計
観光消費額
第一次間接効果
第二次間接効果
合　計

長期(10年を想定）

 合　計

出所　著者作成

出所　著者作成
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７億9,416万円（39億7,078万円の１/５） ＋増加集客
数に伴う観光消費額46億7,886万円、合計54億7,302
万円の経済波及があるものと見積もられる。
中期（10年）には、12億1,571万円（121億5,711万
円の１/10） ＋267億5,777万円、合計279億7,348万円
の経済波及があると見られる。
長期（概ね10年）には、19億5,622万円（195億
6,216万円の１/10） ＋504億2,095万円、合計523億
7,717万円の経済波及があるものと見積もられる。
ところで、平成22年の福岡市観光消費額は3,086億
円であり、その経済波及効果合計は4,091億円と概算
できるが（筆者の未公表の概算である）、少なくと
も、短期には毎年その1.14％、中期には毎年6.8％、
長期には毎年12.8％増加させると見積もられる。
これらの波及効果は、図13に示すプロセスで福岡
市の都市経済循環過程にロック・インされていく。
新しい都市機能創出の経済効果であると考えられる。

注記
この試算には、「福岡城・鴻臚館の将来を市民と考える実
行委員会」からの受託による「福岡城・鴻臚館復元・整備に
伴う経済波及効果調査」（平成24年度）の成果を利用させて
いただきました。御礼申し上げます。ただし、「福岡城・鴻
臚館地区の活用に関するグランドデザイン」の一部改定が
あったこと等を踏まえ、再試算したものです。

史跡等の復
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（構想完成時点。建設投資の波及効果は除く。）

図13　‌�福岡城・鴻臚館復元・整備の都市経済へのロック・
イン効果� 出所　著者作成
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